
資料 1 

  令和４年第１回北本市議会臨時会提出議案及び報告概要書 

議案 

番号 
件    名 要     旨 

１ 令和３年度北本市一般会計

補正予算（第１３号） 

（市長公室、福祉部福祉課、 

福祉部子育て支援課）  

１ 趣旨 

 ⑴ 補正前の額 

   ２３９億６，８９７万１千円 

  ⑵ 補正後の額 

   ２５１億４，１８５万３千円 

歳入歳出それぞれ１１億７，２

８８万２千円を追加 

２ 内容 

  歳出については、ふるさと納税

による寄附金の増加に伴い当該ふ

るさと納税に対する返礼品等に係

る経費を増額し、及び住居確保給

付金を増額するとともに、住民税

非課税世帯等に対する臨時特別給

付金の支給及び子育て世帯への臨

時特別給付金の支給対象とならな

い所得超過者への給付金の支給に

係る所要額の補正を行い、歳入に

ついては、国庫支出金及び寄附金

を増額するとともに、財政調整基

金繰入金を増額し、補正予算収支

の均衡を図った。 

 

報告 

番号 
件    名 要     旨 

１ 専決処分の報告について（和

解をし、損害賠償の額を定め

ることについて） 

（健康推進部健康づくり課） 

１ 概要 

令和３年１２月８日（水）午

前１０時頃、北本市北本２丁目

２３０番地において、市公用車

を駐車しようとしたところ、相

手方宅の門扉に接触し、当該門

扉を損傷させたもの 

２ 損害賠償の額 

４９，５００円 

３ 専決処分の日 

令和３年１２月２３日 
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資料２ 

 令和４年第１回北本市議会定例会提出議案概要書 

議案 

番号 
件    名 要    旨 

２ 令和４年度北本市一般会計

予算 

（各部課） 

１ 趣旨 

  歳入歳出の総額 

  ２２３億４，３００万円 

２ 内容 

対前年度比８億６，４８２万

２，０００円 

４．０％の増 

石戸蒲ザクラ国の天然記念物指

定１００周年事業等を予算計上 

３ 令和４年度北本市後期高齢

者医療特別会計予算 

（健康推進部保険年金課） 

１ 趣旨 

  歳入歳出の総額 

  １１億５００万円 

２ 内容 

対前年度比１億３，７５０万円 

１４．２％の増 

後期高齢者医療広域連合納付金

等を予算計上 

４ 令和４年度北本都市計画事

業久保特定土地区画整理事

業特別会計予算 

（都市整備部久保土地区画

整理事務所） 

１ 趣旨 

  歳入歳出の総額 

  ５億３，８７０万円 

２ 内容 

対前年度比２，８６０万円 

５．６％の増 

区画整理事業に係る街路築造工

事、建物・物件移転の補償費等を

予算計上 

５ 令和４年度北本市国民健康

保険特別会計予算 

（健康推進部保険年金課） 

１ 趣旨 

  歳入歳出の総額 

  ６３億５，２４０万円 

２ 内容 

対前年度比２億２，１８０万円 

３．４％の減 

  保険給付費等を予算計上 

６ 令和４年度北本市介護保険

特別会計予算 

（健康推進部健康づくり

１ 趣旨 

  歳入歳出の総額 

  ５５億８，１２０万円 
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課、健康推進部高齢介護

課） 

２ 内容 

対前年度比１億８，８７０万円 

３．５％の増 

  保険給付費等を予算計上 

７ 令和４年度埼玉県央広域公

平委員会特別会計予算 

（埼玉県央広域公平委員会） 

１ 趣旨 

  歳入歳出の総額 

  ５２万８千円 

２ 内容 

対前年度比７千円 

１．３％の減 

埼玉県央広域公平委員会に係る

事務経費を予算計上 

８ 令和４年度北本市公共下水

道事業会計予算 

（都市整備部建設課） 

１ 趣旨 

  支出の総額 

  １７億５，３６５万２千円 

２ 内容 

対前年度比２，７９１万５千円 

１．６％の増 

公共下水道汚水管の維持管理等

に要する費用及び管渠整備費等を

予算計上 

９ 北本市職員の育児休業等に

関する条例の一部改正につ

いて 

（総務部総務課） 

１ 趣旨 

国の非常勤職員に係る育児休業

制度との権衡を考慮し、非常勤職

員に係る育児休業等の取得要件を

緩和するもの 

２ 内容 

 ⑴ 非常勤職員に係る育児休業の

取得要件の緩和（第２条） 

 ⑵ 非常勤職員に係る部分休業の

取得要件の緩和（第２２条） 

３ 施行期日 

  令和４年４月１日 

１０ 北本市職員の勤務時間、休

日及び休暇に関する条例の

一部改正について 

（総務部総務課） 

１ 趣旨  

  多様で柔軟な働き方を可能とす

るため、週休日及び勤務時間の割

振りの特例を設けるもの 

２ 内容 

⑴ 週休日及び勤務時間の割振り

の特例の新設（第３条） 

きょ 
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⑵ 規定の整備（第５条ほか） 

３ 施行期日 

 令和４年４月１日 

１１ 北本市消防団員の定員、任

免、給与、服務等に関する

条例の一部改正について

（市民経済部くらし安全課） 

１ 趣旨  

  消防団員の報酬等の基準の制定

を踏まえ、消防団員の給与等を改

定するとともに、規定の整備をす

るもの 

２ 内容 

⑴ 消防団員の給与等の改定（第

１３条・別表第１） 

⑵ 規定の整備（第１３条・別表

第２） 

３ 施行期日 

  令和４年４月１日 

１２ 特別職の職員で非常勤のも

のの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部改正につい

て 

（福祉部福祉課、教育部学

校教育課） 

１ 趣旨 

報酬等に係る取扱いを明確化す

るため、学校医等の報酬等に係る

規定を本条例に統合し、及び規定

を整備するもの 

２ 内容 

 ⑴ 学校医等に係る規定の整備

（第３条・別表） 

 ⑵ 福祉事務所嘱託医に係る規定

の整備（別表） 

３ 施行期日等 

 ⑴ 施行期日（附則第１項） 

令和４年４月１日 

 ⑵ 北本市立学校の学校医等の手

当及び費用弁償等に関する条例

の廃止（附則第２項） 

１３ 北本市重度心身障害者医療

費支給条例の一部改正につ

いて 

（福祉部障がい福祉課） 

１ 趣旨 

  制度の公平性を確保するため、

重度心身障害者医療費の支給に関

し、所得制限を導入するもの 

２ 内容 

  所得制限の導入等（第４条ほか） 

３ 施行期日等 

 ⑴ 施行期日（附則第１項） 

令和４年１０月１日 
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 ⑵ 経過措置（附則第２項） 

１４ 北本市国民健康保険税条例

の一部改正について 

（健康推進部保険年金課） 

１ 趣旨 

国民健康保険制度改革に伴い賦

課方式及び税率等を改定し、及び

地方税法の一部改正に伴い未就学

児に係る国民健康保険税を減額す

るとともに、規定を整備するもの 

２ 内容 

 ⑴ 賦課方式の改定（第２条ほか） 

 ⑵ 税率の改定（第３条ほか） 

 ⑶ 未就学児に係る国民健康保険

税の減額（第２２条） 

 ⑷ 規定の整備（第３条ほか） 

３ 施行期日等 

 ⑴ 施行期日（附則第１項） 

令和４年４月１日ほか 

 ⑵ 経過措置（附則第２項） 

１５ 北本市都市計画法に基づく

開発許可等の基準に関する

条例の一部改正について 

（都市整備部都市計画政策課） 

１ 趣旨 

都市計画法の一部改正に伴い、

原則として開発することができな

い土地の区域を拡大する等開発許

可等の基準を改定するとともに、

規定の整備をするもの 

２ 内容 

 ⑴ 原則として開発することがで

きない土地の区域の拡大（第３

条・第５条） 

 ⑵ 都市計画法第３４条第１２号

の規定による区域の指定基準の

明確化等（第５条） 

 ⑶ 一般国道１７号に面した土地

における開発行為の制限の緩和

（第５条） 

 ⑷ 規定の整備（第２条ほか） 

３ 施行期日 

  令和４年４月１日 

１６ 令和３年度北本市一般会計

補正予算（第１４号） 

（福祉部子育て支援課、福

祉部保育課） 

１ 趣旨 

⑴ 補正前の額 

   ２５１億４，１８５万３千円 

  ⑵ 補正後の額 
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   ２５１億７，０５９万３千円 

歳入歳出それぞれ２，８７４万

円を追加 

２ 内容 

歳出については、放課後児童支

援員、保育士等の処遇改善に係る

補助金交付に要する経費を計上

し、歳入については、国庫補助金

を計上し、補正予算収支の均衡を

図った。 

１７ 令和３年度北本市一般会計

補正予算（第１５号） 

（各部課） 

１ 趣旨 

⑴ 補正前の額 

   ２５１億４，１８５万３千円 

⑵ 補正後の額 

   ２５５億２，７８７万３千円 

歳入歳出それぞれ３億８，６０

２万円を追加 

２ 内容 

歳出については、新たな事務事

業費の計上及び各事務事業費の確

定・見込額による所要額等の補正

を行うとともに、公共施設整備基

金等の積立金を増額し、歳入につ

いては、見込額による市税及び地

方交付税の補正並びに各事務事業

費の確定による国庫支出金、市債

等の所要額の補正を行うととも

に、財政調整基金繰入金を減額

し、補正予算収支の均衡を図っ

た。 

１８ 令和３年度北本市後期高齢

者医療特別会計補正予算

（第２号） 

（健康推進部保険年金課） 

１ 趣旨 

 ⑴ 補正前の額 

９億９，２８３万１千円 

 ⑵ 補正後の額 

   ９億８，７７６万７千円 

歳入歳出それぞれ５０６万４千

円を減額 

２ 内容 

歳出については、広域連合納

付金を減額し、歳入については、
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保険基盤安定繰入金を減額し、補

正予算収支の均衡を図った。 

１９ 令和３年度北本都市計画事

業久保特定土地区画整理事

業特別会計補正予算（第３

号） 

（都市整備部久保土地区画

整理事務所） 

１ 趣旨 

 ⑴ 補正前の額 

   ５億９７２万３千円 

 ⑵ 補正後の額 

   ４億７６０万７千円 

歳入歳出それぞれ１億２１１万

６千円を減額 

２ 内容 

歳出については、各事務事業費

の確定・見込額による所要額の補

正を行い、歳入については、国庫

支出金及び市債の所要額の補正を

行うとともに、一般会計からの繰

入金を減額し、補正予算収支の均

衡を図った。 

２０ 令和３年度北本市国民健康

保険特別会計補正予算（第

４号） 

（健康推進部保険年金課） 

１ 趣旨 

 ⑴ 補正前の額 

   ６５億７，９６７万５千円 

 ⑵ 補正後の額 

   ６６億１，８６７万４千円 

歳入歳出それぞれ３，８９９万

９千円を追加 

２ 内容 

  歳出については、各事務事業費

の確定・見込額による所要額等の

補正を行い、歳入については、国

民健康保険税、県支出金等の所要

額の補正を行うとともに、財政調

整基金からの繰入金を増額し、補

正予算収支の均衡を図った。 

２１ 令和３年度北本市介護保険

特別会計補正予算（第３

号） 

（健康推進部高齢介護課） 

１ 趣旨 

 ⑴ 補正前の額 

   ５４億４，５９３万２千円 

 ⑵ 補正後の額 

   ５３億８，７４６万５千円 

歳入歳出それぞれ５，８４６万

７千円を減額 

２ 内容 
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  歳出については、各事務事業費

の確定・見込額による所要額等の

補正を行い、歳入については、国

庫支出金、支払基金交付金等の所

要額の補正を行うとともに、一般

会計からの繰入金を増額し、及び

保険給付費支払基金繰入金を減額

し、補正予算収支の均衡を図っ

た。 
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1

千円(補正後累計 25,170,593 千円)

千円(補正後累計 25,527,873 千円)

千円(補正後累計 987,767 千円)

千円(補正後累計 407,607 千円)

千円(補正後累計 6,618,674 千円)

千円(補正後累計 5,387,465 千円)

2

（歳出）

○ 新型コロナウイルス感染症対策関連事業

放課後児童支援員等処遇改善臨時特例事業 5,720 千円

保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業 　 23,020 千円

（歳入）

保育士等処遇改善臨時特例交付金 28,740 千円

（繰越明許費）

追加　放課後児童支援員等処遇改善臨時特例事業 4,488 千円

追加　保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業 18,528 千円

3

（歳出）

○ 新型コロナウイルス感染症対策関連事業

新型コロナウイルス感染症対策利用料減免事業 4,979 千円

新型コロナウイルス感染症対策支援事業 116 千円

○ 障がい者福祉の充実

障がい福祉サービス費 76,100 千円

○ 環境に優しいまちづくり

一般廃棄物処理委託事業 15,000 千円

○ 豊かな住環境の整備

宅地耐震化推進事業 4,996 千円

○ 道路、上・下水道、河川の整備

中山道事業負担金 13,601 千円

○ 農業・商業・工業の振興

農業委員会情報収集等業務効率化支援事業 120 千円

○ 効果的かつ効率的な行財政運営の推進

システム改修委託料（住民基本台帳） 990 千円

○ その他

生活保護扶助経費 34,542 千円

災害救助経費 7 千円

積立金（ふるさと応援基金積立金　外６件） 663,394 千円

38,999

令和３年度一般会計補正予算等の概要

補正予算の規模

一般会計（第１４号） 28,740

一般会計（第１５号） 386,020

後期高齢者医療保険特別会計 △ 5,064

介護保険特別会計 △ 58,467

一般会計補正（第１４号）の内容

一般会計補正（第１５号）の内容

久保特定土地区画整理事業特別会計 △ 102,116

国民健康保険特別会計
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国・県支出金返納金 6,072 千円

介護保険特別会計繰出金 15 千円

国民健康保険特別会計繰出金 3,933 千円

手数料（交付手数料、決済手数料） 200 千円

事業費の確定等に伴う減額補正 △ 438,045 千円

（歳入）

市税（市民税（個人、法人）） 370,000 千円

地方交付税（普通交付税） 478,919 千円

国・県支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　外３４件） 159,144 千円

財産収入（財政調整基金利子　外５件） △ 442 千円

寄附金（一般寄附金） 1,294 千円

繰入金（財政調整基金繰入金、一般廃棄物処理施設整備基金） △ 599,573 千円

諸収入（受託事業収入　外４件） △ 9,922 千円

市債（道路整備事業　外４件） △ 13,400 千円

（繰越明許費）

追加　市制施行50周年記念式典事業　外１０件 39,595 千円

（地方債）

△ 5,400 千円

△ 8,000 千円

変更　道路整備事業　外２件

廃止　民間保育所施設整備事業　外１件

2
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Ⅱ 令和４年度主要・新規事業 

 

１ 子どもの成長を支えるまち 

○新中央保育所整備事業 ６１７，４９０千円［新規］ 

・令和５年度中に開所予定の（仮称）新中央保育所の整備に係る建築工事、

電気設備工事、機械設備工事及び外構整備工事等を実施します。 

○民間保育所建設補助金交付事業 ４８，０１２千円［継続］ 

・０歳から２歳児までにおける保育利用枠を確保するため、民間事業者に

対し施設の整備に要する経費の一部を補助します。 

○民間保育施設等補助金交付事業 ７５，２５９千円［継続］ 

・１歳児や障がい児を受け入れる際の保育士の配置に要する経費、延長保

育やアレルギー対応給食のための経費等の一部を補助します。 

○病児保育事業 １６，４２７千円［継続］ 

・保護者の子育て及び就労等の両立を支援するとともに、児童の健全な育

成に寄与することを目的に、北里大学メディカルセンター内において病

児保育事業を実施します。 

○学童保育室管理運営事業 １８９，３８３千円［継続］ 

・学童保育室について、指定管理者に管理運営を委託します。また、利用

児童の増加に対応するため、令和４年度から新たに開設する民設放課後

児童クラブに対し、運営費を補助します。 

○放課後子ども教室推進事業 １５，９３８千円［継続］ 

・子どもたちの学習活動及び体験・交流活動を推進するため、余裕教室等

を活用し、地域の方々等の参画を得て、全ての小学校において放課後子

ども教室推進事業を実施します。 

○子育て世代包括支援センター運営事業 ６，９５０千円［継続］ 

・市民が安心して子育てできるよう、妊娠期から子育て期までの切れ目の

ない支援を行うため、育児相談、産後ケア等を実施する子育て世代包括

支援センターを運営します。 

○多子出産祝金等支給事業 ４，５００千円［継続］ 

・安心して子どもを産み育てられるまちを目指して、多子世帯の経済的負

担を軽減するため、第３子以降の子を出産した保護者に対し祝金等を支

給します。 

○こども・ひとり親家庭等医療費支給事業 ２４９，１１３千円［継続］ 

・子どもやひとり親家庭等が、必要とする医療を容易に受けられるように

するため、医療費の一部を支給します。令和４年度から県内医療機関等

における窓口払いを廃止します。 
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○子育て応援事業 ５，７３３千円［継続］ 

・令和３年４月１日以降に出生した子どもの保護者を対象に、子ども１人

につき３万円分の「こども商品券」を３回に分けて交付します。 

○産婦健康診査事業 １，９５０千円［新規］ 

・支援が必要な産婦を把握し、産後うつの予防や新生児への虐待予防を図

るとともに、支援体制の強化につなげるため、産婦健康診査を実施しま

す。 

○コミュニティ・スクール事業 ９１０千円［継続］ 

・学校と地域住民等が連携・協働し、地域とともにある学校づくりを推進

するため、小・中学校全校でコミュニティ･スクールの取組を実施します。 

○学校規模等適正化検討協議事業 ２４２千円［継続］ 

・「北本市立学校の適正規模等に関する基本方針」を踏まえ、適正化対象

校調査を実施したうえで、適正化対象校の有無及び適正化の可否を検討

します。 

○小・中一貫教育 学校４・３・２制推進事業 ９，４８８千円［継続］  

・学力の向上及び中１ギャップの解消を図るため、小・中学校の教員の相

互授業乗り入れを行い、義務教育９年間の適切な支援のための発達段階

に応じた指導研究を実施します。 

○学習支援室講師配置事業 ３，８８９千円［継続］ 

・不登校生徒の学校復帰及び不登校の未然防止を図るため、生徒の居場所

となる学習支援室を中学校３校に設置し、学習支援室講師を配置します。 

○ＩＣＴ支援員配置事業 １，７６６千円［継続］ 

・学校における授業や校務等で、教員がＩＣＴを効果的に活用できるよう

支援するため、ＩＣＴ支援員を配置します。 

○特別支援教育支援員配置事業 ２５，１５６千円［継続］ 

・特別な教育的支援を必要とする児童生徒のサポートを行うため、小中学

校に特別支援教育支援員を増員し、配置します。 

○学校水泳指導民間委託事業 １３，００４千円［継続］ 

・生徒の泳力の向上及び施設管理経費の節減を図るため、中学校全４校の

水泳指導を民間事業者に委託します。 

 

２ 健康でいきいきと暮らせるまち 

○第三次北本市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定事業 ２，１６６千円［継続］ 

・社会福祉法に基づき、令和５年度から令和９年度までの５年間の第三次

北本市地域福祉計画・地域福祉活動計画を策定します。 

○民生委員・児童委員活動費補助金交付事業 １９，０００千円［継続］ 

・地域福祉の担い手として住民の立場に立って相談に応じる民生委員・児

童委員への支援を行います。 
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○重層的支援体制整備事業 ７４９千円［継続］ 

・地域共生社会の実現に向け、庁内連携体制の構築や多様な関係機関が参

加する重層的支援会議を開催します。 

○成人歯科個別健診事業 ２，８０２千円［継続］ 

・歯周病を予防し、歯の喪失を抑えることにより、市民の健康保持・増進

を図るため、成人歯科健康診査を実施します。令和４年度から健診方法

を個別健診に変更することで、受診機会を増やし、受診率の向上につな

げます。 

○がん検診事業 ６４，３９１千円［継続］ 

・がんを早期に発見し、治療につなげるため、胃、肺、大腸、乳、子宮及

び前立腺のがん検診を実施します。     

○予防接種事業 １８９，２１５千円［継続］ 

・感染症予防のため、定期予防接種、任意予防接種補助金の交付等を実施

します。 

○健康長寿ウォーキング事業 １，５０２千円［継続］ 

・市民の健康づくりの意識の高揚及び生活習慣の改善を図るため、ウォー

キングを推進するとともに、運動教室等への参加費用を補助します。

（標記の一般会計における予算額の計上の外、介護保険特別会計で  

１，８１２千円を計上） 

○第七期障害福祉計画及び第三期障害児福祉計画策定事業 ２，１７８千円［新規］ 

・障害者総合支援法及び児童福祉法に基づき、令和６年度から令和８年度

までの３年間の第七期障害福祉計画及び第三期障害児福祉計画を策定す

るため、サービス利用等に関するアンケート調査を行います。 

○重度心身障害者医療費支給事業 １２８，０１７千円［継続］ 

・重度心身障害者の医療に係る負担を軽減するため、医療費の自己負担分

を支給します。令和４年４月から市内医療機関等での窓口払い廃止の対

象者を、受給者全員に拡大します。さらに、令和４年１０月から県内医

療機関等で、窓口払いを廃止します。 

○高齢者福祉計画２０２４・第９期介護保険事業計画策定事業  ７５７千円［新規］ 

・老人福祉法及び介護保険法に基づき、令和６年度から令和８年度までの

３年間の高齢者福祉計画２０２４・第９期介護保険事業計画を策定する

ため、サービス利用等に関するアンケート調査を行います。 

（標記の一般会計における予算額の計上の外、介護保険特別会計で１，

５９５千円を計上） 

○高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業 ４，１７９千円［継続］ 

・後期高齢者一人ひとりが健康で自立した生活が送れるよう、高齢者の保

健事業と介護予防事業等を一体的に実施し、健康課題のある方に個別支

援等を行います。 
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○体育センターバスケットゴール更新事業 ７，８８７千円［新規］ 

・体育センターに設置しているバスケットゴール１組を日本スポーツ振興

センターのスポーツ振興くじ助成金を活用し、更新します。 

 

３ みんなが参加し育てるまち 

○第六次北本市男女行動計画策定事業 ２，２５５千円［継続］ 

・男女共同参画社会基本法に基づき、令和５年度から令和９年度までの５

年間の第六次男女行動計画を策定します。 

○平和啓発事業 ４０１千円［継続］ 

・平和や命の大切さについて、考える機会を与えることを目的に「平和を

考える集い」などを実施します。 

○人権を守る市民の集い事業 ３６７千円［継続］ 

・市民が人権について考え、差別のない社会を築くことを目的に、人権を

守る市民の集いを開催します。 

 

４ 快適で安心・安全なまち 

○中央緑地整備事業 ３１，９５９千円［新規］ 

・都市計画及び緑の基本計画に基づき、中央緑地の整備推進のため、緑４

丁目地内において用地の取得を行います。 

○市民緑地１・２号地再生事業 ８，０５９千円［新規］ 

・市民緑地１・２号地において、雑木林再生のため、老木の伐採剪定によ

る萌芽更新の促進と苗木の植樹を行います。 

○空き家等対策補助金交付事業 ３，５００千円［継続］ 

・空き家の利活用を図るため、空き家の改修及び解体に要する経費の一部

を補助します。 

○空き家発生予防住宅リフォーム補助金交付事業 ６，０００千円［新規］ 

・既存住宅の継続的な活用を促進し、空き家の発生を予防するため、住宅

リフォームに要する経費の一部を補助します。 

○デマンドバス運行事業 ３３，０２６千円［継続］ 

・市内公共交通の確保に向け、利用者の予約に応じて希望する場所で乗降

ができるデマンドバスを運行します。 

○北本駅東口駅前広場屋根整備事業 １５，０００千円［新規］ 

・東口駅前広場のバス停を含む歩道部分の屋根かけについて、計画的な整

備を行っていくために設計委託を実施します。 

○南部地域整備基金積立事業 １００，４２４千円［継続］ 

・北本市南部地域における都市基盤の整備に要する経費の財源に充当する

ため、南部地域整備基金への積立てを行います。 
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○久保特定土地区画整理事業見直し事業 

 都市計画（変更）決定事業 ２２，２８８千円［新規］ 

・久保特定土地区画整理事業について、事業見直し案の方針決定を受け、

都市計画道路の変更、区画整理除外区域の居住エリアの地区計画策定に

向けた調査検討を実施します。 

（標記の一般会計における予算額の計上の外、北本都市計画事業久保特

定土地区画整理事業特別会計で１３，２０４千円を計上し、事業計画

変更のための地区界測量及び土地利用計画修正事業を実施します。） 

○高齢者等ごみ出し支援事業 ３，７６３千円［新規］ 

・高齢や障がいが理由で、家庭ごみをごみ集積所まで搬出することが困難

な市民に対し、個別に訪問収集を実施します。 

○一般廃棄物処理施設整備基金積立事業 ５０，３００千円［継続］ 

・一般廃棄物処理施設の整備に係る支出に備えるため、一般廃棄物処理施

設整備基金への積立てを行います。 

○道路情報管理システム事業 １２，０００千円［継続］ 

・道路に関する情報を適正に管理し、有効活用を図るため、引き続き道路

情報管理システムの確立を行います。 

○通学路安全対策事業 ５６，０５７千円［新規］ 

・通学路の合同点検結果を踏まえ、舗装工事、交通安全施設等整備工事等

の通学路の交通安全対策を実施します。 

 ○道路維持事業 ８３，６９３千円［継続］ 

・道路施設の改修及び維持管理を行います。（通学路安全対策事業費除く） 

○道路新設改良事業 ７８，０００千円［継続］ 

・道路の拡幅整備を行います。 

○橋りょう維持事業 １４，３５０千円［継続］ 

・橋りょうの点検及び維持管理を行います。 

○中央通線整備事業 ５６，０００千円［継続］ 

・中央通線の整備を行います。 

○道路照明灯等設置事業 ２１，３２６千円［継続］ 

・夜間における交通安全の確保及び犯罪の防止を図るため、道路照明灯及

び防犯灯の設置を行います。また、ＬＥＤ照明器具の交換時期への対応

を行います。 

○交通安全施設等整備事業 ５，５００千円［継続］ 

・交通安全を確保するため、通学路の安全対策、道路反射鏡の設置、区画

線塗布等の交通安全施設の整備を行う。（通学路安全対策事業費除く） 

○消費者行政推進事業 ４，４３７千円［継続］ 

・市民の消費生活に関する問題を身近で解決を図り、消費者被害の未然防

止に努めて、安心・安全な生活を実現します。 
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○消防団第１分団ポンプ自動車更新事業 ２２，８８３千円［新規］ 

・老朽化した消防団第１分団のポンプ自動車を更新します。 

○九都県市合同防災訓練事業 １０，８８７千円［新規］ 

・大規模災害に備え、防災関係機関及び地域住民との連携強化と災害対応

力向上を図るため、埼玉県と共催で合同防災訓練を実施します。 

 

５ 活力あふれるまち 

○農業次世代人材投資事業補助金交付事業 ３，０００千円［継続］ 

・就農意欲の喚起及び就農の定着を図るため、経営の不安定な就農初期段

階の青年就農者に対する支援を行います。 

○北本ブランド創出事業 １，７００千円［継続］ 

・農産物等の地域資源の販路の開拓を図るため、農業生産者及び商工者等

で構成する協議会を設立し、包括連携協定を締結した企業と連携し、地

域ブランド化を進めます。 

○空き店舗等活用推進事業補助金交付事業 １，０００千円［継続］ 

・新たなビジネスと市内の賑わいの創出及び市内経済の活性化を図るため、

市内の空き店舗を活用して新たに創業する者に対し、当該創業に要する

経費の一部を補助します。 

○森林セラピー事業 ２，７７２千円［継続］ 

・森林セラピー基地の認定制度を活用し、都心近郊に残された貴重な緑地

空間と自然環境の良さを広くＰＲし、来訪者の増加を図るとともに、来

訪者の市内滞留時間の拡大を図り、地域の活性化を推進します。 

○北本まつり支援事業 ８，４００千円［継続］ 

・北本まつり「宵まつり」及び「産業まつり」の開催にあたり、まつりを

通して子どもたちのふるさと意識の醸成、地場産品等のＰＲ及び事業者

と市民との交流の促進を図るため、まつりの企画及び運営に対する支援

を行います。 

○市内重要遺跡内容確認調査事業 ４，１４８千円［継続］ 

・市の歴史上重要と考えられる遺跡について、その規模や性格、構造を明

らかにするための 内容確認調査(学術調査)や啓発活動を行います。 

○石戸蒲ザクラ国の天然記念物指定１００周年事業 １，０３０千円［新規］ 

・石戸蒲ザクラが国の天然記念物に指定されてから、令和４年度で１００

年を迎えるため、改めて石戸蒲ザクラの特徴・価値を市民へ伝える記念

展示会とシンポジウムを開催します。 

○石戸蒲ザクラ保護及び周辺整備事業 １，８６８千円［新規］ 

・国の天然記念物として追加指定をされた石戸蒲ザクラの北側隣接地につ

いて、石戸蒲ザクラの樹勢回復を主目的とした保存・整備を行います。

また、老朽化した支柱の交換を行います。 
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６ 健全で開かれたまち 

○シティプロモーション推進事業 １２，１１０千円［継続］ 

 ・まちの魅力を創造、洗練し、効果的に発信・活用することにより、交流

人口、関係人口、定住人口を増加させ、まちの活力を維持していくため、

シティプロモーション事業を一体的に実施します。 

○参議院議員通常選挙事務事業 ３６，５６１千円［新規］  

・令和４年７月２５日任期満了による参議院議員通常選挙を任期満了前３

０日以内に執行します。 

○埼玉県議会議員選挙事務事業 １１，８４０千円［新規］  

・令和５年４月２９日任期満了による埼玉県議会議員選挙を任期満了前３

０日以内に執行します。 

○北本市議会議員及び市長選挙事務事業 ２，３６５千円［新規］  

・令和５年４月３０日任期満了による北本市議会議員及び北本市長選挙を

任期満了前３０日以内に執行します。 

○職員研修事業 ４，２２５千円［継続］ 

・自主研修を実施するとともに、視察研修又は外部専門研修のうちから各

課の希望により選択できる選択制研修を実施します。 

 

 

主なシティプロモーション推進事業 

○シティプロモーション冊子更新事業 ２，１８２千円［新規］ 

・本市の緑とともにある暮らしの魅力を市内の若い世代を中心に伝える

シティプロモーション冊子「＆ｇｒｅｅｎ」の改訂版を作成します。 

○移住・定住・創業パッケージ事業 ２，２００千円［新規］ 

 ・移住希望者向け相談受付、市内ツアー、移住者が望む物件情報のＷＥ

Ｂ掲載、移住に伴う小商い、創業支援トークイベントの実施等、移

住・定住・創業の支援を推進します。 

○お試し移住兼コミュニティビルダー育成事業 １，０００千円［新規］ 

・移住希望者に住居を確保し、お試し移住をする中で、コミュニティ活

性化事業に取り組んでいただくことにより、コミュニティビルダーの

育成を図ります。 

○ファンクラブ運用事業 ７８０千円［新規］ 

  ・移住・定住・交流人口の増加促進を図るため、ＬＩＮＥアカウントの

フォロワーに対する情報提供及びファンクラブ会員向け市内ツアー等

を実施します。 
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○電子申請システム事業 １，４５２千円［新規］ 

・行政手続のオンライン化を推進するとともに、市民の利便性の向上を図

るため、簡単で使いやすい電子申請システムを構築します。 

○ＡＩ・ＲＰＡ事業 ３，０９９千円［継続］ 

・作業時間の短縮等による業務の効率化を図るため、ＡＩ及びＲＰＡ等の

デジタルツールの活用を推進します。 

○北本駅西口ビルエレベーター更新事業 ４０，１４２千円［新規］ 

・経年劣化した北本駅西口ビルエレベーターの更新工事を実施します。 

○企業版ふるさと納税事業 １，１００千円［新規］ 

・寄附候補企業のリスト化及びプロジェクト提案並びに寄附企業における

利益の整理・検討及びマッチング後のフォローアップを行い、企業版ふ

るさと納税を推進します。 

○固定資産税標準宅地鑑定評価事業 １２，７９２千円［新規］ 

・３年ごとに実施する評価替えに当たり、不動産鑑定士に標準宅地の鑑定

評価を委託します。 

○ＱＲコード納付書導入事業 ２，０６１千円［新規］ 

・国の規制改革実施計画に基づき、令和５年度から地方税の納付書にＱＲ

コードを付するため、システム改修を行います。 

○市税等電子マネー収納事業 ５８１千円［新規］ 

・市税等の納付環境の整備のため、スマートフォンによる電子マネー収納

を実施します。 

○（仮称）市民活動交流センター整備事業 １４，０４８千円［新規］  

・旧栄小学校を有効活用し、生涯学習をはじめとした様々な機能を複合化

した（仮称）市民活動交流センターとして整備します。令和４年度は、

基本設計及び実施設計を行います。 
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別添１ 

 

委提第１号 

 

北本市議会会議規則の一部を改正する規則 

 

 

北本市議会会議規則（昭和４８年議会規則第１号）の一部を次のように改正

する。 

 第６２条に次の２項を加える。 

３ 議員は、第１項の規定による質問が中止されたときは、議長の許可を得て

文書により質問することができる。 

４ 前項の規定による質問に関し必要な事項は、議長が別に定める。 

 

附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 

 

 

 

＜参考資料＞ 

北本市議会会議規則の一部を改正する規則新旧対照表 

（下線は改正部分） 

現     行 改      正      案 

（一般質問） （一般質問） 

第６２条 議員は、市の一般事務

について、議長の許可を得て質

問することができる。 

２ 質問者は、議長の定めた期間

内に、議長にその要旨を文書で

通告するものとする。 

 

第６２条 議員は、市の一般事務について、

議長の許可を得て質問することができる。 

２ 質問者は、議長の定めた期間内に、議長

にその要旨を文書で通告するものとする。 

３ 議員は、第１項の規定による質問が中止

されたときは、議長の許可を得て文書によ

り質問することができる。 

４ 前項の規定による質問に関し必要な事項

は、議長が別に定める。 

 

 

～ 19 ～ 



別添 2

４  

 

委提第２号 

 

北本市子どもの権利に関する条例の制定について 

 

会議規則第１４条第２項の規定により、北本市子どもの権利に関す

る条例を次のとおり提出する。 

 

令和４年３月２２日提出 

 

 

 

 

 

北本市子どもの権利に関する条例 

 

前文 

第１章 総則（第１条―第６条） 

第２章 子どもにとって大切な権利（第７条―第１１条) 

第３章 生活の場における子どもの権利の保障（第１２条―第１４条）  

第４章 子どもの権利に関する基本的な施策等（第１５条―第２０条）  

第５章 子どもの権利に関する相談及び救済等（第２１条―第３４条）  

第６章 子どもの権利に関する施策の総合的な推進と検証（第３５条  

―第３８条） 

第７章 雑則（第３９条・第４０条) 

附則 
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別添３ 
 議提第１号 
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議請第１号 

令和４年第１回北本市議会定例会請願文書表 

 

受 理 番 号 議請第１号 

受 理 年 月 日 令和４年２月２日 

件 名 「宮内中学校通学路の安全対策」に関する請願 

 

請願者の住所 

 

及 び 氏 名 

 

北本市宮内４丁目３２２番地 

宮内中学校ＰＴＡ 

会長 佐々木 智章  外５８０名 

請 願 の 趣 旨 別記のとおり 

紹介議員氏名 黒 澤 健 一、保 角 美 代、日 高 英 城 

 

【請願趣旨】 

朝夕、市内の登下校における通学路は、「安全」が常に求められておりま

す。これまで長い歴史の中で、ＰＴＡ活動や関係自治会等の多くの方々の協

力により通学路安全対策は進められてまいりました。本市にあっても児童生

徒の安全対策、地域で見守り活動をしている多くの関係者が努力され、夢や

希望に満ち溢れた子どもたちの安全に対する連帯を温かく感じております。 

しかし、それでもなお悲劇は起きます。令和３年６月、千葉県八街市で歩

いて下校途中の児童の列にトラックが突っ込み、男女５人が死傷するという

いたたまれない事件がありました。 

通学路の安全対策に励んでいただいている方から「ヒヤリハット」の事例

をよく耳にします。学校や通学路での安全対策は最優先の事項であります。

市議会議員からも一般質問を通じて安全対策に心を寄せ、対策の実行が提案

されているとお聞きしております。 

私たちも春と秋の２回、通学路の安全点検を行っており、通学路の危険箇

所をまとめて整理し、活動しておりますが改善されていないと感じておりま

す。 

通学路における子どもたちの安全確保のため、議会の御高配を賜りたく下

記の事項を請願いたします。 

 

【請願事項】 

１ 市道６号線と交差する新谷田用水路（谷田堀）沿いの市道1181号線及び

1470号線に横断歩道と注意喚起の表示を新設すること。幹線道路の市道６

号線にガードレールの整備を行うこと。 

２ 市は、通学路の安全対策の観点から、問題提起があった場合には、提案

者にどのように対応したのかを明確に伝達し、提案者の問題解決に努力す

ること。 

別添４ 
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議請第２号 

令和４年第１回北本市議会定例会請願文書表  

 

受 理 番 号 議請第２号 

受 理 年 月 日 令和４年２月７日 

件 名 障がい児とその保護者への支援の充実を求める請願 

 

請願者の住所 

 

及 び 氏 名 

 

 

北本市 

戸 川 陽 子 

 

北本市 

池 上 有 紀 

 

請 願 の 趣 旨 別記のとおり 

紹介議員氏名 渡 邉 良 太、村 田 裕 子 

 

【請願趣旨】 

私たちは北本市で障がいのある子どもを育てている保護者です。障がいの

ある子を育てていると北本市の障がい児支援に対して疑問に思うことが沢山

あります。 

例えば、児童発達支援を受ける場合には障害児通所給付決定を受ける必要

があります。子どもの発達を促す必要がある場合など、必要に応じて追加の

支給を受けようと思い相談をしても、北本市では支給量を増やしてくれず必

要なサービスを受けられないことがあります。市内には事業所が少ないため

市外の事業所を利用することもありますが、市外の事業所の担当者からは北

本市の障がい福祉課の対応は他の市と比べて厳しく、障がい者（児）福祉サ

ービスの手続き等をスムーズに受けられないという話も聞きます。住んでい

る市町村によって障がいを持つ子やその保護者が必要なサービスを受けられ

ない事態は、不公平であり、あってはならないことです。 

また、障がい児が利用できるサービスを調べようと市のホームページを検

索してもなかなか見つからず、見つかっても必要な情報が十分に掲載されて

いないことが多々あります。日々、子育てや仕事で忙しい私たちは、平日の

昼間に市役所に電話で問い合わせたり、出向いたりすることが困難です。ホ

ームページで簡単に必要な情報が入手できるよう改善するとともに、各種手

続きについても窓口に行かなくても済むようにしてください。 

さらに、近隣には、障がいを持つ子どもの保護者向けの講座や研修会を開

催したり、障がいを持つ子どもが安心して遊べる公園（インクルーシブ公

園）を整備したりするなど、様々な支援策を講じている市もありますが、北

本市ではこうした取組もありません。 
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北本市は平成23年に「めざせ日本一、子育て応援都市宣言」をしています。

この宣言の中には「安心して子どもを生み、育てることができるまちづくり

に取り組み、子どもの人権を尊重し、すべての子どもが幸せな生活を送るこ

とのできる社会をつくっていきます。」とありますが、現状ではとても安心

して育てられる状況にありません。 

以上のことから、障がい児とその保護者への支援の充実を求めるため、次

のとおり請願します。 

 

【請願事項】 

１ 障害児通所給付費の追加支給について、申請を拒まないでください。保

護者や利用者が希望した際は、通所受給者証の支給量（日数）を速やかに

増やす等してください。障がい者（児）福祉サービスをスムーズに利用で

きる環境を整えてください。 

２ 障がい者（児）福祉に関する市のホームページについて、障がい児に関

する情報を集約のうえ、整理して、誰でも直感的に知りたい情報に辿り着

けるようにしてください。また、障がい者（児）に関する施設やサービス

の種類や内容が容易にわかるよう、ホームページに掲載する情報を充実さ

せてください。 

３ 市外の医療機関等で受診した場合のこども医療費について、窓口払いを

不要にしてください。 

４ 障がい児の保護者向け無料講座を開催するなど、知識の習得や保護者同

士のつながりを形成する機会の創出を図るとともに、市以外が開催する講

座等の情報についても幅広く周知・提供してください。 

５ 障がい児でも安心して遊べる公園（インクルーシブ公園）を整備又は既

存の公園をインクルーシブ化してください。 
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